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第１回愛知県国家戦略特別区域会議 愛知県提出資料

平成２７年９月８日（火）

愛知県における国家戦略特区の推進
－成長産業・先端技術の中枢拠点の形成に向けて－

資料３



■ 自動車・航空宇宙等の国内最大のモノづくりの

集積地として、教育・雇用分野における 規制改革

を通じた産業人材の育成や次世代技術の実証を

通じ、成長産業・先端技術 の中枢拠点を形成

■ 農業分野においても、農地の流動化や耕作放

棄地の解消等を図ることにより、第一次産業も含

めた総合的な規制・制度改革を実現

愛知県の国家戦略特区が目指すもの
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名古屋瀬戸道路
（２.３ｋｍ）

猿投グリーンロード
（１３.１ｋｍ）

中部国際空港連絡道路
（２.１ｋｍ）

衣浦豊田道路
（４.３ｋｍ）

衣浦トンネル
（１.７ｋｍ）

南知多道路
（１９.６ｋｍ）

知多横断道路
（８.５ｋｍ）

知多半島道路
（２０.９ｋｍ）

 有料道路管理の民間開放（有料道路コンセッション）

○ 県道路公社が管理する有料道路８路線について、特区制度を活用し、

民間事業者による運営を可能とする有料道路コンセッションを推進。

知多半島道路
半田中央JCT

中部国際空港連絡道路

＜コンセッション対象となる有料道路８路線＞

日本初！

平成28年10月頃 事業開始

＜愛知有料道路コンセッションが目指す三方一両得の姿＞

中部国際空港連絡道路

愛知県の国家戦略特区において直ちに実施していく事業

民間事業者

利用者・地域

道路管理者
（公社）

・新たな事業機会の創出
・経験を活かした将来的な道
路インフラ運営事業の展開

道路運営サービスの
提供・享受

道路施設の提供

・公共施設等運営権に係
る契約

・適切な業務分担と道路
運営に関する各種協力

・ICやPAの新設による利便
性の向上

・沿線開発等による地域経
済の活性化

・民間事業者の創意工夫
が発揮された、より低廉
で良質なサービスを享受

・確実な償還の実施
・効率的な管理運営(技
術面･費用面)
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 農業の所得向上と成長産業化

 農業への信用保証制度の適
用

中部国際空港を活用し、
交流人口の増加に寄与

 農業委員会と市町村の事務分
担に係る特例

 農業生産法人に係る農地法等
の特例

 農家レストラン設置に係る特例
（農用地区域内への設置）

 高度な先進医療の提供

 保険外併用療養に関する特例

名古屋大学医学部附属病院 国立病院機構名古屋医療センター 愛知県がんセンター

（今後、活用を検討する医療機関）

常滑市で先導的
かつ集中的に推進

３



 愛知県立愛知総合工科高等学校（平成28年4月開校）専攻科の民営化

愛知総合工科高等学校のイメージ図

覚王山駅

自由ヶ丘駅

東山公園駅 星ヶ丘駅

名古屋大学駅

地下鉄東山線

地下鉄名城線

本山駅

名古屋大学

愛知東邦大学
東邦高校

愛知淑徳大学
愛知淑徳高校

椙山女学園
大学

菊里高校

愛知学院大学

名古屋大学教育
学部付属高校

愛知総合工科高校

南山大学

至大曽根

至栄・名古屋 至藤が丘

至八事

△ 平和公園

△
東山動植物園

名古屋聾学校

千種
図書館

名古屋商業高校

椙山女学園
高校

愛知高校

愛知工業大学

愛知総合工科高等学校の位置

○住所
名古屋市千種区星が丘山手107

○アクセス
地下鉄星ヶ丘下車徒歩４分

 グローバル企業等に対する雇用条件の整備 （雇用労働相談センターの設置）

愛知県の国家戦略特区において早期に実施を目指す事業

企 業 等

ｽｰﾊﾟｰ技術者･

技能者

ﾌﾛﾝﾃｨｱ技術者･

技能者
ﾊｲﾃｸ技術者･

技能者

国家戦略特区で民営化(目標:29年4月～)

産業システム科①
生産ｼｽﾃﾑｺｰｽ
情報ｼｽﾃﾑｺｰｽ

先端技術システム科①
自動車･航空産業ｺｰｽ
ｴﾈﾙｷﾞｰ産業ｺｰｽ

（高度な技術・技能の習得）

デュアルシステムの導入
(地元産業の伝統技術･熟練技能の継承)

専攻科（２年制、２学級×20人）

他
校
の
工
業
高
校
生

電気系

･電気科①

･電子情報科②
情報通信ｺｰｽ
ロボットｺｰｽ

建設系

･建設科①

デザイン系

･ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ工学科①

化学系

･応用化学科①

機械系

･機械加工科②

･機械制御科②

本科（３年制、10学級×40人）

大学等

就

職

※〇数字は、１学年あたりの学級数

自動生産や機械では
代替できない1/1000㍉
を仕上げる技術者・
技能者

幅広い製作要求に応
えられ、技術開発も
できる技術者・技能者

最新機械を使いこな
すことができる技術
者・技能者

４



 近未来技術実証の支援

 自動走行実証プロジェクト

○ 無人タクシーによる旅客サービスや無人配送サービスなどの新サービスを目指した検証を実施

 無人飛行ロボット実証プロジェクト  リハビリ遠隔医療・ロボット実証プロジェクト

消火活動用飛行ロボット

○ 医療機関と患者居宅間を情報通信でつなぐリハビリ
テーションの遠隔医療の実証実験

○ リハビリ支援ロボットを活用し、実証実験（臨床研究）

○ 安全性を高める性能高度化実験を実施し、火災
消火活動、自動走行車両用の地図作成などでの
活用を実証

「あいちサービスロボット実用化支援センター」の開設 （H27.8.17）実証実験場の提供 ５
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